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  ありがとう
ございます。 

 

 
　　　　　アイエム換気 http://www.imcompany.com/

御社の貴重な回線を使用させていただき、誠に申し訳ございません。
今後,本FAXがご不要な場合は、お手数ですがその旨とお名前、
FAX番号を明記してご返送ください。
万が一宛名等に間違いがありましたら、ご一報いただければ速やかに
訂正させていただきます。　
今後共ご高覧の程、宜しくお願い申し上げます。

◎該当する箇所にチェックを入れて下さい。

□　カタログ請求　□ 換気カタログ 
　 □ アイエムドアコレクション 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　見積依頼
□　アイエムニュースは不要である。
□　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『直された手紙を繰り返し読み返せ』　　ベルナード・クオリッチ１８１９～１８９９年
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ロンドンにヘンリー・ボーンという大きな書店がありました。この書店は、「ボーン
叢書」という素晴らしい叢書（ある分野またはある主題に関連する一群の著作を、
計画的に集めて出版するもの：○○シリーズとも言われる）を出しています。　　　
このヘンリー・ボーン書店のロンドン本店に、10人ばかりの新入社員が採用され
ました。いずれも専門学校や大学の新卒者でしたが、ただ１人、ベルナード・クオ
リッチだけはドイツのギムナジウムを出ただけで、大学卒の学歴がありませんでし
た。クオリッチはベルリンの書店で勤め上げてきましたが、同じ働くならボーンの
ような大書店で働きたいと、わざわざドイツからやってきたのでした。
さて、このヘンリー・ボーンという書店は、ヨーロッパの各市に渡って国際的は取
引を行っているので、取引相手や顧客に送る手紙はもちろん、社内でやりとりす
る手紙までも、その書き方を非常に重視していたそうです。新しく採用した社員に
は、社長自身がやかましく指導しました。「手紙の影響は微妙にして重大だ。手紙
一本で大事な取引が壊れたり、また反対に難しい件を有利に導くこともある。この
頃の若い連中は、大学は出たけれど、手紙一本も書けないという者が多い」とボ
ーン社長は無遠慮に決めつけ、その指導ぶりは辛辣でした。社長は新入社員を1
人ずつ呼び出しては必要な要件を口述させ、これを書簡文体に書き直させました
。それから社長に提出するのですが、どの手紙も真っ赤に直されて、一度で通過
した手紙はひとつも無かったそうです。クオリッチもその1人でした。とくに彼はドイ
ツ人で、ドイツの学校しか出ていないわけですから、どの手紙も真っ赤に直されて
、書き直しばかりさせられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
そんな毎日でしたから、同僚たちは「これじゃ、まるで筆耕に雇われたようなもの
だね」とぶつぶつ言って、社長が赤インクで手を入れた手紙を写し替えると、後は

不要だとばかりに、グシャッと丸めてくずかごに投げ捨てていました。しかし、クオリ
ッチだけは、書き直して不要になった手紙を一枚一枚丁寧に保存し、それをまとめ
ておいて、土曜日の晩に下宿に帰ってから順々に読み返しました。すると文字の使
い方や、ちょっとした言い回しで効果が違うことなどが分かりました。そのため同じ
誤りや下手な書き方を繰り返さないようになりました。　

間もなくクオリッチが真っ先に手紙の書き方を卒業しました。そして５年目には、ボ
ーン氏の大々的な援助によって独立し、クオリッチ書店を開業しました。10年後に
はボーン書店をしのぐ大書店に育て上げ、イギリス一の大書籍商となり『古書業界
のナポレオン』と欧米諸国の同業者に言われるようにまでなりました。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
この話は注意されたことを理解し、しっかり直して身につける。そして同じ間違いを
二度と繰り返さないことが、次のステップに昇るためにはとても大切なことだ、という
ことを教えてくれています。叱られたり注意されると、誰しもムッとしたり、不貞腐れ
たりするものです。でも少し見方を変えて、それを自分のものにしていく努力を怠ら
なければ、確実に前進していくことが出来るはずです。しかし、どうやら今の時代、
注意されたことの中味を理解する、ということがずでに難しくなってきているようです
が…。　　　　　　　　　　　　
かつて社内や商用のコミュニケーションに用いられた手紙は、Ｅメールという電子工
学による通信システムに姿を替えた現代ですが、文字を選び伝えるということでは
同じです。折角こんな素敵で便利なものがあるのですから、今一度、画一的な絵文
字や略語ではなく、何より自分らしい言葉で気持ちや事項を伝える、そんなツール
として活用したいものです。

イギリスのロンドンにある世界最大の古書店『バーナード・クオリッチ』の創業者。ドイツ・ゲッチンゲン近くのヴォルビス生まれ。１５歳で書店に勤め、
ベルリンで修行を重ねた後１８４２年にロンドンへ移る。当時、古書業界の第一人者であったヘンリー・ボーンのもとで経験を積み、１８４７年に独立。
クォリッチは、『グーテンベルグ聖書』などの盗品書をはじめ上質の写本類・祈祷書・地図などを扱い、得意先にはナポレオンの弟ルイ・ルシアン・
ボナパルトなどもいたという。独立後わずか10年余のうちに急速に発展した。彼は新刊書の残部を買い取って販売することを行っており、
ドイツ語で書かれた『NIPPON』もその一つとして販売された。

木製なので結露が生じにくい！


